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土地改良団体における男女共同参画について
～ 女 性 理 事 登 用 に 向 け て ～

令和２年12月に、第５次男女共同参画基本計画が閣議決定され、女性理事ゼロの土地改良区をゼロ、土地改
良区（土地改良区連合含む）の理事に占める女性の割合が10%と成果目標に設定されました。

また、令和３年３月に閣議決定された土地改良長期計画には土地改良区（土地改良区連合含む）の理事に占
める女性の割合が10％以上とする成果目標が設定されました。いずれも目標年度は2025（令和７）年度です。

本土地改良区といたしましても、避けては通れない課題と認識し、次期役員改選（令和７年３月）に向け検
討を行っております。

本改良区の理事定数は11名であり、女性理事の占める割合が10％以上となると、単純に定数を２名増員する
のか、現在の定数の中で女性理事枠を設けるのか、組合員内か組合員外かなど解決すべき問題が多々ございま
すが、国の方針に基づき、今後理事会等で検討を行い、年内には結論を出したいと思います。

組合員の皆様にはご理解を賜りたく存じます。

よくある３つの質問

❶なぜ女性理事を登用するの？

❷だれを登用すればいいの？

❸私の土地改良区でも
取り組まなければいけないの？

「土地改良のこれから」を考えたと
き、みんなで力を合わせ、知恵を出し
合うことが不可欠です。社会の女性
登用は30%。土地改良の現状は0.8%。
「土地改良だけは特別」という理屈は
ありません。

員外理事制度を活用すれば、組合員
の妻や親族、地域で活躍する女性、農
協職員OGなど身近な方から選出が可
能です。（員外理事＝大学教授や首長
などの学識経験者とは限りません。）

全土地改良区です。土地改良区の将
来を考えての取組だから。

女 性 理 事 登 用 

地域との関わり

●農産物の販売、観光など農業農村の振興に関与
する際に、新たな発想が活かされ、地域の発展
につながるのではないか。

●多面的機能保全活動や事業推進のためのワーク
ショップ等に女性を含む多様な人々が関わるこ
とで地域が活性化するのではないか。

●PTAや子ども会など今まで以上にネットワーク
が広がり連携イベントなどを通じて土地改良へ
の理解が進むといい。

農業との関わり
●スマート農業などの新たな部門に多様な感性を
取り入れることで男性主体の社会では気付かな
かった新しい制度の展開が期待される。

土地改良区の
発展との関わり

●家族の健康や安全・安心な食への意識など消費
者としての多様な感性が加わることで、土地改
良事業後の営農が膨らむなど地域の発展的な構
想へつながる。

土地改良区
運営との関わり

●土地改良に参画する人々が多様化すれば自然と
組織が活性化される。

●女性理事を通じて地域の女性が持っていた意見
やアイデアがさらに加わり、改良区運営に役立
つことが期待される。

●これまでなかった視点が加わることが業務改善
につながるのではないか。

●男女共同参画の取組をきっかけとして地域の土
地改良への関心が高まり（若い人が注意を向け
たり）、改良区内外を問わず様々な関係者による
新規事業への合意形成等もよりスムーズに運ぶ
のではないか。

女性理事登用で期待される
土地改良区の多様化
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議長（５番総代）
鈴木一広氏（赤橋）

第75回通常総代会開催
～令和６年度収支予算など全議案が可決～

令
和
６
年
度
収
支
予
算
の

審
議
を
主
目
的
と
す
る
第
75

回
通
常
総
代
会
が
、
令
和
6

年
3
月
13
日
（
水
）
午
後
2

時
か
ら
新
発
田
市
豊
浦
庁
舎

2
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
長
谷
川
理
事
長

よ
り
挨
拶
（
別
掲
）
が
あ
り
、

そ
の
後
、
5
番
総
代
鈴
木
一

広
氏
（
赤
橋
）
を
議
長
に
選

任
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
題
に
つ
い
て
は
、
令
和

5
年
度
収
支
補
正
予
算
関

係
、
中
間
監
査
報
告
、
令
和

6
年
度
収
支
予
算
関
係
の
全

20
議
案
が
上
程
さ
れ
、
理
事

よ
り
詳
細
な
提
案
説
明
が
行

わ
れ
た
後
、
採
決
さ
れ
、
全

議
案
原
案
の
と
お
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

豊浦郷土地改良区　第75回通常総代会
日時：�令和６年３月13日（水）�

午後２時開会　午後４時閉会
会場：新発田市豊浦庁舎２階大会議室
総代定数63人　本総代会出席総代数57人�
欠席者６人　出席率90.47％

～ 議　題 ～
議案第１号	 令和５年度 一般会計収支補正予算について
議案第２号	 令和５年度 維持管理事業特別会計収支補正予算について
議案第３号	 令和５年度 圃場整備事業特別会計収支補正予算について
議案第４号	 令和５年度 施設管理積立金の処分について
議案第５号	 令和５年度 日本政策金融公庫資金の借入及び償還方法について
議案第６号	 令和５年度 中間監査報告について
議案第７号	 豊浦郷土地改良区 地区除外等処理規程の一部変更について
議案第８号	 豊浦郷土地改良区 会計細則の一部変更について
議案第９号	 令和６年度 新規土地改良施設維持管理適正化事業の実施について
議案第10号	 令和６年度 一般会計収支予算について
議案第11号	 令和６年度 維持管理事業特別会計収支予算について
議案第12号	 令和６年度 圃場整備事業特別会計収支予算について
議案第13号	 令和６年度 組合費の賦課徴収方法とその時期について
議案第14号	 令和６年度 日本政策金融公庫資金の借入及び償還方法について
議案第15号	 令和６年度 一時借入金の最高限度額及びその方法について
議案第16号	 令和６年度 財政調整積立金の繰替運用について
議案第17号	 令和６年度 施設管理積立金の繰替運用について
議案第18号	 令和６年度 施設管理積立金の処分について
議案第19号	 令和６年度 金銭預入先金融機関について
議案第20号	 令和６年度 専決事項の承認について
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第
75
回
通
常
総
代
会
理
事
長
挨
拶

本
日
は
、
第
75
回
通
常
総
代
会
の
ご
案
内

を
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
総
代
各
位
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数

の
ご
出
席
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

最
初
に
、
本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
、

能
登
半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥

福
を
祈
り
、
あ
わ
せ
て
、
被
災
さ
れ
ま
し
た

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

の
地
震
で
は
、
い
ま
だ
に
復
旧
の
手
が
届
い

て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
が
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
一
刻

も
早
い
復
旧
・
復
興
が
な
さ
れ
、
日
常
が
戻

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
世
の
中
の
状
況
は
、
バ
ブ
ル
期
を

超
え
た
株
価
と
な
っ
て
お
り
、
都
会
で
は
物

価
上
昇
を
上
回
る
賃
金
の
上
昇
や
新
卒
初
任

給
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
で

は
実
際
肌
で
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

物
価
上
昇
の
み
が
直
撃
し
て
い
る
感
じ
で
あ

り
ま
す
。

コ
メ
の
作
況
指
数
が
「
95
の
や
や
不
良
」

と
な
っ
た
昨
年
は
、
肥
料
・
農
薬
等
の
資
材

費
の
値
上
が
り
も
重
な
り
、
農
業
所
得
が
大

幅
な
減
少
と
な
り
、
生
活
に
大
き
な
影
響
が

出
て
お
り
ま
す
。

米
価
の
低
迷
が
続
く
中
、
早
く
地
方
に
も

恩
恵
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
用
水
状
況

さ
て
、
昨
年
、
加
治
川
用
水
で
は
新
た
な

水
利
権
水
量
で
の
「
試
験
通
水
」
を
行
い
ま

し
た
。
輪
番
制
を
解
消
し
、
計
画
水
量
に
基

づ
く
新
た
な
用
水
配
分
を
地
域
全
体
で
試
行

い
た
し
ま
し
た
。

他
地
域
で
は
混
乱
の
生
じ
た
と
こ
ろ
も
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
春
以
降
、
順
調
に
推
移
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
梅
雨
明
け
以
降
の
無
降
雨

に
よ
る
渇
水
と
猛
暑
・
異
常
と
も
言
え
る
高

温
に
よ
り
、
用
水
配
分
に
も
大
変
苦
慮
い
た

し
ま
し
た
が
、
当
管
内
で
は
、
加
治
川
連
合

と
連
携
し
、
ま
た
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力

も
あ
り
、
新
設
し
た
松
岡
た
め
池
の
用
水
も

利
用
し
な
が
ら
、
何
と
か
農
業
用
水
を
配
分

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

異
常
気
象
に
よ
る
高
温
障
害
が
発
生
し
、
Ｊ

Ａ
北
越
後
管
内
で
一
等
米
比
率
が
16
％
程
度

と
な
り
、
物
価
高
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
な
農
家
所
得
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
運
営
方
針（
賦
課
金
）

そ
れ
で
は
、
令
和
６
年
度
の
運
営
方
針
に

つ
き
ま
し
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

土
地
改
良
区
運
営
の
基
盤
と
な
る
、
一
般

会
計
の
経
常
賦
課
金
、
運
営
事
務
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度
よ
り
10
年
間
据

え
置
き
の
ま
ま
と
し
て
お
り
、
今
年
度
も
据

え
置
き
と
し
て
お
り
ま
す
。
特
別
賦
課
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
限
り
で
国
営

加
治
川
用
水
事
業
事
前
積
立
金
が
終
了
し
、

今
年
か
ら
加
治
川
水
系
の
賦
課
金
が
反
当

２
、５
０
０
円
下
が
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

維
持
管
理
事
業
特
別
会
計
、
圃
場
整
備
事

業
特
別
会
計
と
も
、
賦
課
金
の
値
上
げ
は
行

わ
ず
、
効
率
的
な
予
算
編
成
に
よ
る
執
行
を

行
い
、
従
来
通
り
、
現
在
実
施
中
の
各
種
事

業
の
推
進
と
維
持
管
理
の
充
実
を
図
り
、
組

合
員
の
負
託
に
応
え
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
提
案
理
由
に
お
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。

令
和
６
年
度
事
業
予
定

次
に
、
本
年
度
の
事
業
実
施
予
定
に
つ
き

ま
し
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

圃
場
整
備
事
業
関
係
で
は
、
昨
年
度
２
地

区
が
採
択
さ
れ
、
実
施
地
区
が
８
地
区
と
な

り
ま
し
た
。
面
積
で
１
、５
８
７
ha
の
区
域
で

実
施
中
と
な
り
ま
す
。「
松
浦
地
区
」
は
、
国

営
乙
見
江
支
線
用
水
路
事
業
に
よ
り
遅
れ
て

お
り
ま
し
た
、
浦
工
区
の
工
事
が
、
来
春
の

作
付
け
に
間
に
合
う
よ
う
、
令
和
６
年
度
作

を
休
作
し
、
工
事
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。「
荒

川
地
区
」
は
、
残
り
の
暗
渠
排
水
と
確
定
測

量
に
入
り
、
今
後
は
、
換
地
処
分
を
経
て
早

期
の
事
業
完
了
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

「
西
江
地
区
」
は
、
遺
跡
調
査
回
避
の
た
め
の

残
土
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
秋
以
降
の
分
水

工
の
工
事
よ
り
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。「
中
浦
第
２
工
区
地
区
」、「
上
中
山

地
区
」、「
佐
々
木
地
区
」
の
３
地
区
は
、
換

地
原
案
の
策
定
に
入
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。「
中
浦
第
１
工
区
地
区
」
と
「
豊
浦
工

区
地
区
」
は
、
地
区
界
測
量
を
行
う
予
定
と

し
て
お
り
ま
す
。

附
帯
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
阿
賀
野
川

右
岸
１
期
地
区
「
奥
右
衛
門
川
排
水
路
」
は
、

延
長
は
少
な
い
で
す
が
、引
き
続
き
市
島
邸
脇

の
施
工
を
行
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
万
十

郎
川
排
水
路
」
は
、
引
き
続
き
実
施
設
計
を
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行
っ
て
参
り
、
工
事
は
次
年
度
以
降
と
な
り

ま
す
。
阿
賀
野
川
右
岸
第
２
地
区
の
「
吹
切

川
排
水
路
」
は
、
集
落
よ
り
下
流
部
が
完
了

し
、
残
す
と
こ
ろ
上
流
部
の
一
部
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
早
期
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
豊
浦
郷
地
区

は
、
引
き
続
き
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
工
事
を

行
い
、
令
和
７
年
度
よ
り
一
部
稼
働
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

「
国
営
加
治
川
用
水
事
業
」
は
、
令
和
７
年

度
完
了
に
向
け
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

当
管
内
に
お
け
る
工
事
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
松
岡
た
め
池
周
辺
整
備
工
事
を
行
い
、

こ
れ
を
も
っ
て
松
岡
た
め
池
が
完
成
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
乙
見
江
支
線
用
水
路
工
事
で

は
、
４
月
の
通
水
に
向
け
急
ピ
ッ
チ
で
工
事

を
行
い
、
３
月
末
に
は
用
水
路
は
完
了
い
た

し
ま
す
が
、
松
岡
川
横
断
工
一
部
と
水
管
橋

の
撤
去
を
含
め
、
秋
以
降
の
工
事
と
な
り
ま

す
。
地
域
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

団
体
営
事
業
で
は
、
土
地
改
良
施
設
維
持

管
理
適
正
化
事
業
で
は
、
本
年
度
１
施
設
の

補
修
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
理
事
登
用

今
後
の
土
地
改
良
区
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
皆
様
に
一
つ
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
の
あ
い
さ
つ
に
も
申
し
ま
し
た
が
、国

で
は
、
令
和
２
年
12
月
に
策
定
し
た
第
５
次

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
お
い
て
、「『
土

地
改
良
区
（
土
地
改
良
区
連
合
含
む
）
の
理

事
に
占
め
る
女
性
の
割
合
』
を
２
０
２
５
年

度
に
10
％
以
上
」
と
い
う
数
値
目
標
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。
役
員
定
数
に
か
か
わ
る
問
題

で
、
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
先
般
の
理
事
会
に
お
い
て
も
こ
の

問
題
が
検
討
さ
れ
、
次
の
役
員
改
選
時
期
ま

で
に
は
、
結
論
を
出
す
べ
く
検
討
を
し
て
い

く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
次
期
役
員
改
選

は
令
和
７
年
３
月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
期
役
員
改
選
か
ら
適
用
す
る
に
は
、
期
限

が
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

女
性
理
事
登
用
と
な
れ
ば
、
選
出
方
法
や

役
員
定
数
に
関
わ
り
ま
す
の
で
、
定
款
変
更

が
必
要
で
あ
り
、
臨
時
総
代
会
に
お
い
て
総

代
皆
様
の
ご
承
認
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今

年
12
月
ま
で
に
は
結
論
を
出
す
べ
く
、
今
後
、

理
事
会
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
の
稲
作
は
、
昨
年
の
よ
う

な
、
異
常
気
象
や
災
害
に
見
舞
わ
れ
ず
、
平

常
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
と
、

併
せ
て
本
日
ご
出
席
の
総
代
各
位
の
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
開
会
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

中
間
監
査
報
告
書

令
和
５
年
度
の
上
記
中
間
監
査
事
項
に

つ
い
て
、
監
査
事
項
に
従
い
厳
正
に
監
査

を
し
た
結
果
、
各
項
目
と
も
適
正
な
も
の

と
認
め
ら
れ
、
良
好
に
運
営
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
の
で
、
定
款
23
条

の
規
定
に
基
づ
き
報
告
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
上
記
中
間
監
査
事
項
に

つ
い
て
、
全
般
に
わ
た
り
、
適
切
・
良
好

に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

職
員
の
超
過
勤
務
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
偏
っ
た
超
過
勤
務
が
無
く
な
り
改
善
が

図
ら
れ
概
ね
良
好
と
し
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
に
向
け
更
な
る
努
力
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
出
勤
簿
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
印
鑑
押
印
に
よ
る
も
の
と
、

タ
イ
ム
カ
ー
ド
方
式
の
も
の
と
で
二
重
出

勤
簿
と
な
っ
て
お
り
一
本
化
を
検
討
願
い

た
い
。

会
計
シ
ス
テ
ム
の
連
動
化（
電
算
）に
つ

い
て
、
令
和
５
年
８
月
４
日
に
臨
時
総
代

会
を
開
催
し
、
わ
ず
か
４
日
後
の
８
月
８

日
に
24
箇
所
の
差
し
替
え
（
お
詫
び
）
が

生
じ
た
件
に
つ
い
て
、
現
在
の
会
計
シ
ス

テ
ム
は
電
算
処
理
（
電
算
化
）
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
議
案
書
は
電
算
処
理
で
は
な

く
別
件
で
手
入
力
作
成
を
行
っ
て
お
り
、

会
計
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
制
が
な
く
誤
り

が
発
生
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に

は
会
計
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
化
が
不
可
欠

で
あ
り
、
時
間
と
経
費
は
掛
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
検
討
願
い
ま
す
。

賦
課
金
の
未
納
に
つ
い
て
は
、
組
合
員

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
未
収
賦
課
金
の

徴
収
実
績
向
上
の
た
め
、
今
後
も
一
層
の

努
力
を
望
み
ま
す
。

昨
年
は
、
過
去
に
な
い
災
害
級
の
異
常

気
象
に
見
舞
わ
れ
、
米
の
等
級
や
作
況
指

数
が
最
低
水
準
と
な
り
農
家
収
入
が
大
幅

に
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
経
済
情
勢
に
お

い
て
は
、
全
て
の
物
価
等
が
高
騰
し
経
済

情
勢
、
農
業
情
勢
の
厳
し
い
中
、
組
合
員

の
負
担
軽
減
に
向
け
、
更
な
る
事
務
の
合

理
化
や
各
種
補
助
事
業
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
引
き
続
き
適
正
な
土
地
改
良
区
運

営
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

豊
浦
郷
土
地
改
良
区 

総
括
監
事　

波
多
野　

智
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令和６年度一般会計収支予算　481,000,000円

令和６年度 収支予算の概要

収　　入 （単位：円）
科 目 予算額

土地改良事業収入 � 155,946,274
経常賦課金収入 （� 95,746,200）
運営事務費 （� 85,074,300）
維持管理費 （� 10,671,900）

特別賦課金収入 （� 56,279,074）
借入償還金 （� 41,897,974）
県営事業分担金 （� 13,743,700）
国営事業負担金 （� 0）
維持管理負担金 （� 637,400）

加入金収入 （� 1,000）
転用決済金収入 （� 1,210,000）
負担金収入 （� 2,710,000）
附帯事業収入 � 31,276,000
基本財産運用収入 � 85,300
特定資産運用収入 � 885,300
補助金等収入 � 29,658,567
寄附金収入 � 1,000
業務受託料収入 � 5,525,000
雑収入 � 4,933,000
借入金収入 � 13,095,000
基本財産取崩収入 � 57,140,000
特定資産取崩収入 � 30,000,000
交付換地清算金収入 � 0
他会計繰入金 � 108,256,000
繰越金 � 44,198,559

収入合計 � 481,000,000

収入
単位：円

土地改良事業収入
155,946,274
経常賦課金収入 95,746,200
　運営事務費 85,074,300
　維持管理費 10,671,900
特別賦課金収入 56,279,074
　借入償還金 41,897,974
　県営事業分担金 13,743,700
　国営事業負担金 0
　維持管理負担金 637,400
加入金収入 1,000
転用決済金収入 1,210,000
負担金収入 2,710,000

附帯事業収入
31,276,000

特定資産
運用収入
885,300

補助金等収入
29,658,567

寄附金収入
1,000

業務受託料収入
5,525,000

雑収入
4,933,000

借入金収入
13,095,000

特定資産
取崩収入
30,000,000

他会計繰入金
108,256,000

繰越金
44,198,559

基本財産
取崩収入
57,140,000 基本財産

運用収入
85,300

支　　出 （単位：円）
科 目 予算額

土地改良事業費支出 � 7,430,000
維持管理費支出 （� 1,100,000）
受託業務費支出 （� 5,425,000）
その他事業費支出 （� 905,000）

一般管理費支出 � 158,414,000
運営事務費支出 （�143,659,000）
事務所費支出 （� 14,755,000）

土地改良事業負担金支出 � 68,882,100
県営事業分担金支出 （� 58,759,000）
その他負担金支出 （� 10,123,100）

借入金返済支出 � 40,717,529
支払利息 � 1,190,445
固定資産取得支出 � 5,500,000
差入保証金差入支出 � 600,000
基本財産積立支出 � 51,200,300
備考積立金支出 （� 5,019,300）
事業積立金支出 （� 46,181,000）

特定資産積立支出 � 47,571,567
財政調整積立資産 （� 40,000,000）
職員退職給付引当積立資産 （� 0）
転用決済金積立資産 （� 1,160,000）
国営加治川用水地区事前積立資産 （� 6,411,567）
換地清算金積立資産 （� 0）

他会計繰出額 � 69,319,000
維持管理事業特別会計繰出金 （� 69,319,000）

予備費 � 30,175,059
支出合計 � 481,000,000

支出
単位：円

土地改良事業費支出
7,430,000

土地改良事業
負担金支出
68,882,100借入金

返済支出
40,717,529

支払利息 1,190,445
固定資産取得支出 5,500,000

基本財産
積立支出
51,200,300

他会計繰出額
69,319,000

特定資産積立支出
47,571,567
財政調整積立資産 40,000,000
職員退職給付引当積立資産 0
転用決済金積立資産 1,160,000
国営加治川用水地区事前積立資産 6,411,567
換地清算金積立資産 0

一般管理費支出
158,414,000
運営事務費支出 143,659,000
　役員報酬 7,740,000
　給料手当 53,030,000
　臨時雇賃金 16,530,000
　賞与支払 18,400,000
　その他 47,959,000
事務所費支出 14,755,000

予備費
30,175,059

差入保証金差入支出 600,000
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令和６年度維持管理事業特別会計収支予算　198,000,000円

令和６年度圃場整備事業特別会計収支予算　292,700,000円

各維持管理施設ごとの予算額一覧 （単位：円）
維持管理名 予算額 割合

国営造成乙見江維持管理 7,167,000 3.6%
県営造成乙見江維持管理 1,417,000 0.7%
水管理改良施設維持管理 79,044,000 39.9%
県営造成豊浦用水路維持管理 21,997,000 11.1%
県営圃場整備地区維持管理 1,949,000 1.0%
二枚橋江維持管理 229,000 0.1%
月岡揚水機維持管理 1,259,000 0.6%
小坂地区圃場整備維持管理 6,674,000 3.4%
三悠乙見江地区圃場整備維持管理 2,387,000 1.2%
太斎地区圃場整備維持管理 3,917,000 2.0%
本田地区維持管理 22,398,000 11.3%
県営造成八幡用水路維持管理 516,000 0.3%
県営造成松浦用水路維持管理 658,000 0.3%

維持管理名 予算額 割合
県営造成松岡用水路維持管理 1,313,000 0.7%
県営造成八幡排特宮田排水路維持管理 233,000 0.1%
県営造成荒川排特境川排水路維持管理 230,000 0.1%
県営造成城下排特城下排水路維持管理 69,000 0.1%
国営造成佐々木江維持管理 5,935,000 3.0%
県営造成西江維持管理 1,694,000 0.8%
佐々木地区維持管理 3,134,000 1.6%
佐々木南部事業区維持管理 6,056,000 3.0%
佐々木北部事業区維持管理 4,299,000 2.2%
佐々木南部郷地区圃場整備維持管理 3,485,000 1.8%
新太田川下興野頭首工維持管理 8,447,000 4.3%
万十郎川排水機場維持管理 13,493,000 6.8%

合　　計 198,000,000 100.0%

各圃場整備地区ごとの予算額一覧 （単位：円）
圃場整備事業名 予算額 割合

松浦地区圃場整備事業 120,286,000 41.1%
荒川地区圃場整備事業 11,298,000 3.9%
西江地区圃場整備事業 40,829,000 13.9%
中浦第２工区地区圃場整備事業 35,738,000 12.2%

圃場整備事業名 予算額 割合
上中山地区圃場整備事業 10,243,000 3.5%
佐々木地区圃場整備事業 28,875,000 9.9%
中浦第１工区地区圃場整備事業 32,291,000 11.0%
豊浦工区地区圃場整備事業 13,140,000 4.5%

合　　計 292,700,000 100.0%

支出
単位：円

土地改良事業費支出
111,809,000
維持管理費支出 96,330,500
適正化事業費支出 7,800,000
適正化事業拠出金支出 5,328,500
その他事業費支出 0
委託業務費支出 2,350,000

事務費繰出金 10,321,000
施設管理積立金繰出金 14,989,000
施設管理積立金取崩金繰出金
 30,000,000
県営事業分担金繰出金 20,446,000

他会計繰出額
75,756,000

予備費
10,435,000

収入
単位：円

土地改良事業収入
80,741,500
経常賦課金収入 75,908,800
負担金収入 4,832,700

補助金等収入
180,000
交付金収入
7,020,000業務受託料収入 2,431,000

雑収入 916,700

他会計繰入金
69,319,000

繰越金
37,391,800

土地改良事業費支出
22,780,000
圃場整備費支出（旅費交通費等）
 21,250,000
その他事業費支出 1,530,000

土地改良事業
負担金支出
115,679,000
県営事業分担金 114,605,000
その他負担金 1,074,000

予備費
121,741,000 支出

単位：円

他会計
繰出額

32,500,000

借入金収入 113,504,000
R5 補正・R6分担金分借入金 113,504,000
　松浦地区 71,549,000
　荒川地区 8,475,000
　西江地区 17,000,000
　中浦第２工区地区 1,875,000
　上中山地区 1,725,000
　佐々木地区 3,400,000
　中浦第１工区地区 6,000,000
　豊浦工区地区 3,480,000

土地改良事業収入
31,827,800

特別賦課金収入 31,827,800
　松浦地区 7,036,500
　荒川地区 1,764,700
　西江地区 3,551,200
　中浦第２工区地区 4,585,000
　上中山地区 1,149,900
　佐々木地区 3,891,600
　中浦第１工区地区 6,888,200
　豊浦工区地区 2,960,700

補助金等収入 809,000
農業経営高度化支援事業補助金
 809,000
農用地等集団化事業補助金 0

業務受託料収入 33,363,000
雑収入 379,400

繰越金
112,806,800

収入
単位：円

寄附金収入 10,000

令和６年度 収支予算の概要
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一般会計(10a当り賦課額）

科目
賦　課　基　準 期別納付額

種　　　別 割 10a当り額 １期 ２期

経
常
賦
課
金

運営事務費（全地域） 地積割 2,500円 1,250円 1,250円

第一頭首工掛幹線水路維持管理費 〃 32円 32円

阿賀用水右岸土地改良区連合維持管理費 〃 1,238円 1,238円

県営かん排奥右エ門川維持管理費 〃 20円 20円

県営かん排万十郎川維持管理費 〃 130円 130円

県営かん排吹切川維持管理費 〃 148円 148円

特
別
賦
課
金

県営圃場整備三悠乙見江地区借入償還金 年次表による 不均一 3,575円

県営経営体育成基盤整備松浦地区借入償還金 〃 不均一 4,673円

県営経営体育成基盤整備荒川地区借入償還金 〃 不均一 7,583円

県営経営体育成基盤整備西江地区借入償還金 〃 不均一 721円

県営経営体育成基盤整備中浦第２工区地区借入償還金 〃 不均一 326円

県営経営体育成基盤整備上中山地区借入償還金 〃 不均一 468円

県営経営体育成基盤整備佐々木地区借入償還金 〃 不均一 420円

県営経営体育成基盤整備中浦第１工区地区借入償還金 〃 不均一 20円

県営経営体育成基盤整備豊浦工区地区借入償還金 〃 不均一 25円

付帯県営かん排阿賀野川右岸１期地区借入償還金 
（奥右衛門川排水路） 〃 不均一 601円

付帯県営かん排阿賀野川右岸１期地区借入償還金 
（万十郎川排水機場排水路） 〃 不均一 1,136円

付帯県営かん排阿賀野川右岸第２地区借入償還金 
（吹切川排水路） 〃 不均一 327円

新井郷川排水機場維持管理分担金

１級地 地積割 666円 666円

２級地 〃 444円 444円

２級地(太田川右岸) 〃 444円 444円

加治川頭首工及び内ノ倉ダム維持管理分担金 〃 140円 140円

阿賀野川頭首工維持管理分担金 〃 153円 153円

北江維持管理負担金 〃 450円 450円

新発田川用水事業維持管理負担金 〃 1,100円 1,100円

町裏江用水事業維持管理負担金 〃 700円 700円

万十郎川排水機場工事費負担金 〃 750円 750円

滝沢地区圃場整備負担金（田） 〃 470円 470円

滝沢地区圃場整備負担金（畑） 〃 94円 94円

令和６年度 賦課基準
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維持管理事業特別会計（10a当り賦課額）

科目
賦　課　基　準 期別納付額

種　　　別 割 10a当り額 １期 ２期

経
常
賦
課
金

国営造成乙見江維持管理費 地積割 300円 300円

県営造成乙見江維持管理費 〃 200円 200円

水管理改良施設維持管理費 〃 3,500円 3,500円

水管理改良施設（圃場地区）維持管理費 〃 300円 300円

新江川維持管理費 〃 10円 10円

旧新江川維持管理費 〃 5円 5円

中ノ目川維持管理費 〃 60円 60円

県営造成豊浦用水路維持管理費 〃 3,500円 3,500円

県営圃場整備地区維持管理費 〃 600円 600円

二枚橋江維持管理費 〃 200円 200円

月岡揚水機維持管理費 〃 6,000円 4,000円 2,000円

小坂地区圃場整備維持管理費 〃 2,500円 2,500円

三悠乙見江地区圃場整備維持管理費 〃 500円 500円

太斎地区圃場整備維持管理費 〃 500円 500円

太斎地区揚水機場維持管理費 〃 2,500円 2,500円

本田地区維持管理費 〃 500円 500円

本田地区揚水機場維持管理費 〃 2,000円 2,000円

本田地区排水機場維持管理費 〃 1,200円 1,200円

県営造成八幡用水路維持管理費 〃 200円 200円

県営造成松浦用水路維持管理費 〃 200円 200円

県営造成松岡用水路維持管理費 〃 200円 200円

県営八幡排特宮田排水路維持管理費 〃 100円 100円

県営荒川排特境川排水路維持管理費 〃 100円 100円

国営造成佐々木江維持管理費 〃 600円 600円

県営造成西江維持管理費 〃 300円 300円

佐々木地区維持管理費（田） 〃 700円 700円

佐々木地区維持管理費（畑、その他） 〃 350円 350円

佐々木南部事業区県圃機械排水維持管理費 〃 1,500円 1,500円

佐々木南部事業区県圃自然排水維持管理費 〃 1,500円 1,500円

佐々木北部事業区維持管理費 〃 1,300円 1,300円

佐々木南部郷地区圃場整備維持管理費 〃 500円 500円

新太田川下興野頭首工維持管理費 〃 500円 500円

万十郎川排水機場維持管理費 〃 1,500円 1,500円

圃場整備事業特別会計（10a当り賦課額）

科目
賦　課　基　準 期別納付額

種　　　別 割 10a当り額 １期 ２期

特
別
賦
課
金

松浦地区圃場整備事業特別賦課金 地積割 2,000円 2,000円

荒川地区圃場整備事業特別賦課金 〃 2,000円 2,000円

西江地区圃場整備事業特別賦課金 〃 2,000円 2,000円

中浦第２工区地区圃場整備事業特別賦課金 〃 2,000円 2,000円

上中山地区圃場整備事業特別賦課金 〃 2,000円 2,000円

佐々木地区圃場整備事業特別賦課金 〃 2,000円 2,000円

中浦第１工区地区圃場整備事業特別賦課金 〃 2,000円 2,000円

豊浦工区地区圃場整備事業特別賦課金 〃 2,000円 2,000円

令和６年度 賦課基準
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令和６年度の賦課基準日及び納期限は下記のとおり、10a当り賦課額は前頁のとおりとなりま
す。納期限までに納入くださるようお願いいたします。

●賦課基準日 令和６年４月１日

●賦課金通知書発行日 令和６年６月30日（１期分、２期分まとめて送付します）

●納期限 １期　令和６年 ９月20日（金）
２期　令和６年12月10日（火）
※賦課金通知書が届きましたら、納期限前でも一括納入が可能です

●納入方法
〈現 金 納 入〉豊浦郷土地改良区窓口

〈口座振替納入〉�口座振替納入ご契約の方は、上記納期限日に引落しを行いますので、
前日までに口座へご入金をお願いいたします
なお、口座振替での納入をご希望の方は、
本改良区総務課（電話0254-24-4145）までご連絡ください

口座振替可能金融機関
�JA北新潟各支店、JA新潟市各支店、JA新潟かがやき各支店、�
第四北越銀行各支店、ゆうちょ銀行

〈振 込 納 入〉�振込納入取扱金融機関及び口座番号は、賦課金通知書裏面に記載して
あります

●期別納付の種類 １期は水利費（耕作者負担分）
２期は事業費（所有者負担分）
として分けて賦課しておりますので、ご参考としてください

●その他 �止むを得ない事情により納期限までに納入できない場合は、地区選出
の理事又は事務局までご相談ください

令和６年度 組合費の賦課徴収方法 
及び徴収時期等について

賦課金等の納入について
～未納の場合は財産の差押えを行います〜

土地改良区は組合員により組織され、事業に要する経費と運営に要する経費は、原則として組合員が
負担することになっており、組合員の義務でもあります。（土地改良法第36条）

組合員間の公平性を確保するため、賦課金等を滞納した場合には、督促状や催告状により自主的な納
付を促しておりますが、納付されない場合には、滞納者の意思にかかわらず賦課金債権を強制的
に徴収いたします。（土地改良法第39条）
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新潟県土地改良事業団体連合会
第64回 優良土地改良事業団体顕彰受賞

新発田地域耕地協議会
第56回 土地改良事業功労者表彰受賞

第64回（令和５年度）土地改良功労者表彰及び優良土地改良事業団体顕彰の表彰式が、令和６年３月21日開
催の第66回新潟県土地改良事業団体連合会総会の席にて行われました。

今回本改良区は、土地改良事業や統合整備の推進、県内最初の複式簿記会計の導入などの功績により顕彰さ
れたものであり、県土連帆苅会長より長谷川理事長に顕彰状が授与されました。

新発田地域耕地協議会主催、第56回土地改良事業功労者表彰式が、令和６年５月９日同協議会総会の場におい
て開催された。本改良区から、永年にわたる土地改良事業への貢献により、以下の３名の理事が受賞されました。

副理事長　　小　林　隆　雄（下中ノ目）　　理事15年
理　　事　　齋　藤　啓　一（荒　　川）　　理事15年、監事２年
理　　事　　遠　藤　敏　雄（上 荒 町）　　理事15年

県土連帆苅会長より授与される

二階堂会長より表彰される小林副理事長

小林副理事長 齋藤理事 遠藤理事

おめでとうございます
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事務局長
兼総務課長

青木　　明

総務課

会計係

庶務係

工事係

管理係

業務課

主な業務

多面的機能

換地業務

県営事業

維持管理

課名 係名 担当事務 担当
事務局 事務局総括 青木
総務課 総務課総括 青木

会計係 農地法の届出（３条、４条、５条） 斎藤紀
土地台帳・組合員名簿の調製 斎藤紀
賦課及び徴収に関する事項 斎藤紀、 

中村
予算及び決算に関する事項 中村
収入及び支出に関する事項 中村
その他会計に関する事項

庶務係 組合員、総代、役員及び職員に関する事項 斎藤紀、 
齋藤美

道水路等使用承認申請に関する事項 齋藤美
農業用機械使用申請に関する事項 齋藤美
多面的機能支払交付金に関する事項 齋藤美
事務受託に関する事項 齋藤美
その他、他の係に属さない事項

課名 係名 担当事務 担当
業務課 業務課総括 細野

工事係 国営事業に関する事項 細野
県営圃場整備事業に関する事項 佐々木、 

髙橋、松山
県営かんがい排水事業に関する事項 佐々木、 

髙橋、松山
団体営事業に関する事項 陸
県単事業に関する事項 陸
多面的機能支払交付金長寿命化工事に関する事項 佐々木
農業農村整備事業の調査に関する事項 髙橋
その他工事に関する事項

（換地）県営圃場整備事業の換地業務に関する事項 豊島
登記に関する事項 藤間、菅

管理係 土地改良施設の維持管理に関する事項 全員
土地改良施設維持管理適正化事業に関する事項 菊地、伊藤
用水・排水の調整に関する事項 全員
その他管理に関する事項

細野　卓弥

中村　昌子

藤間　恵美 菅　久美子 冨樫香寿美

石黒　真美

阿部　将斗伊藤　直人

佐々木雄一 松山　怜史

鈴木　貴稀

髙橋　順一

事務次長
兼業務課長

会計係主任
（会計主任）

工事係主事 工事係主事

姉𥔎　嘉奈

臨時職員

臨時職員

臨時職員

管理係主事

工事係主任 工事係技師

管理係技師管理係技師

工事係主任

〈主な担当業務及び担当者〉

賦課·会計

令和６年度 豊浦郷土地改良区 事務局機構図

斎藤紀久江

菊地　智弘

豊島　増男

陸　　忠義

会計係主任
（兼庶務係）

齋藤美穂子

庶務係主任

管理係主事

換地専門員

工事係長
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完
了
ま
で
あ
と
２
年

国
営
土
地
改
良
事
業
「
加
治
川
用
水
地

区
」
は
、
令
和
７
年
度
完
工
へ
向
け
最
終
盤

に
入
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
に
は
、
水
管
理
施
設
の
改
修

や
加
治
川
第
１
頭
首
工
右
岸
幹
線
用
水
路
加

治
川
横
断
サ
イ
ホ
ン
撤
去
工
事
（
左
岸
側
）

が
完
了
し
、
当
改
良
区
管
内
で
は
、
乙
見
江

支
線
用
水
路
３
号
サ
イ
ホ
ン
区
間
の
用
水
路

工
事
を
行
い
、
一
部
を
除
い
て
工
事
が
完
了

し
、
こ
の
春
よ
り
新
た
な
用
水
路
で
順
調
に

用
水
配
分
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
工
事
と
し
て
は
、
前
年
に
引

き
続
き
加
治
川
第
１
頭
首
工
右
岸
幹
線
用
水

路
加
治
川
横
断
サ
イ
ホ
ン
撤
去
工
事
（
右
岸

側
）や
地
区
内
に
お
け
る
ゲ
ー
ト
設
備
等
の
補

修
、
水
管
理
施
設
の
全
体
調
整
を
行
い
、
本

年
度
も
計
画
水
量
に
基
づ
く
通
水
を
行
い
、

新
た
な
通
水
ル
ー
ル
の
構
築
に
向
け
た
運
用

を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

当
改
良
区
管
内
の
工
事
で
は
、
松
岡
た
め

池
周
辺
整
備
工
事
を
行
い
、
松
岡
集
落
内
の

市
道
復
旧
工
事
や
た
め
池
の
付
帯
施
設
等
の

整
備
を
行
い
、
松
岡
た
め
池
が
完
了
と
な
り

ま
す
。
松
岡
集
落
の
皆
様
に
は
工
事
期
間
中
、

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

乙
見
江
支
線
用
水
路
３
号
サ
イ
ホ
ン
区
間

の
用
水
路
工
事
で
は
、
動
木
橋
地
内
の
松
岡

川
横
断
サ
イ
ホ
ン
発
進
立
坑
接
続
水
槽
工
の

施
工
が
稲
作
期
間
終
了
後
に
行
わ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
本
年
度
も
乙
見
江
支
線
用

水
路
の
断
水
が
、９
月
下
旬
よ
り
年
内
い
っ
ぱ

い
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に

は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
国
営
加
治
川
用
水
土
地
改
良
事
業

負
担
金
に
充
当
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
よ

り
11
年
間
に
わ
た
り
事
前
積
立
金
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
が
、
当
初
予
定
通
り
、
令
和
５

年
度
を
も
ち
ま
し
て
10
ａ
当
り
２
、５
０
０
円

の
賦
課
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
長
期
間
に

わ
た
り
ご
負
担
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

松岡ため池

加治川用水の安定供給 と施設の長寿命化に向けて
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乙見江支線用水路 ３号サイホン区間完成

松岡川横断サイホン工〈動木橋〉 下流部〈戸板沢～松岡川〉

法正橋分水工 中流部〈松岡川放流工〉

完成した乙見江支線用水路 上流部〈法正橋より下流を望む〉

新江頭首工新江頭首工

 国営土地改良事業 国営土地改良事業
「加治川用水地区」「加治川用水地区」加治川用水の安定供給 と施設の長寿命化に向けて
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松
浦
地
区
で
最
後
と
な
る
浦

工
区
で
の
区
画
整
理
工
事
は
、

昨
年
度
工
事
発
注
さ
れ
、
現
在

９
工
区
・
約
80‌

ha
で
工
事
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
令
和
５

年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
約

５
億
５
５
３
万
円
の
事
業
予
算

で
、
昨
年
に
引
き
続
き
区
画
整

理
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
工
事
区
域
で
は
令
和
６
年

度
作
を
休
作
し
、
令
和
７
年
春

の
完
成
に
向
け
順
調
に
工
事
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。

現
在
、
整
地
作
業
が
最
盛
期

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
併
せ

て
埋
蔵
文
化
財
保
護
用
の
盛
土

材
の
運
搬
も
行
っ
て
お
り
、
近

隣
住
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

来
年
度
以
降
は
、
暗
渠
排
水

工
事
を
行
い
、
早
期
の
事
業
完

了
へ
向
け
た
推
進
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

県営経営体育成基盤整備事業「松浦地区」

浦
工
区
の 

�

区
画
整
理
工
事
進
む

ほ 場 整 備 　 の う ご き

工事区域全景（国道290号より戸板沢方面を望む） 大区画の整地工始まる

令和６年度　松浦地区　工事実施状況図

法正橋集落法正橋集落

浦集落浦集落

浦新田集落浦新田集落

国道290号
国道290号
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完
了
に
向
け
た
確
定
測
量
作
業
に
入
る

分
水
槽
工
事
着
手
へ

令
和
６
年
度
の
荒
川
地
区
は
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
、

８
千
７
０
０
万
円
の
事
業
予
算
で
、地
区
内
最
後
の
暗
渠
排
水
工
事
約
9.3‌

ha

と
事
業
完
了
へ
向
け
た
確
定
測
量
作
業
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
西
江
地
区
（
１
期
、
２
期
）
は
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算

と
合
わ
せ
、
約
１
億
１
千
２
０
０
万
円
の
事
業
予
算
で
、
現
在
、
埋
蔵
文
化

財
保
護
用
の
盛
土
材
の
運
搬
も
行
っ
て
お
り
ま
す
（
マ
ツ
キ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
脇
）。
ま
た
、
収
穫
後
に
工
事
着
手
す
る
県
営
西
江
用
水
路
か
ら
取

水
す
る
分
水
槽
工
事
と
Ｊ
Ｒ
関
連
の
業
務
委
託
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
よ
り
本
格
的
な
区
画
整
理
工
事
に
向
け
た
準
備
段
階
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ほ 場 整 備 　 の う ご き
県営経営体育成基盤整備事業「荒川地区」

県営経営体育成基盤整備事業「西江地区」

荒川地区 暗渠排水工事実施状況図
来
年
度
以
降
、完
了
整
備
工
事
、

確
定
測
量
及
び
換
地
業
務
を
行

い
、
令
和
８
年
度
事
業
完
了
を

迎
え
る
予
定
と
な
り
ま
す
。

遺跡保護盛土材搬入ヵ所遺跡保護盛土材搬入ヵ所

主要
地方
道住
吉上
館線

主要
地方
道住
吉上
館線

マツキドライビングスクールマツキドライビングスクール
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県営経営体育成基盤整備事業
「中浦第２工区地区」「上中山地区」「佐々木地区」

県営経営体育成基盤整備事業
「中浦第１工区地区」「豊浦工区地区」

換
地
原
案
作
成

地
形
図
作
成

令
和
６
年
度
は
、
３
地
区
と
も
換

地
費
の
み
の
予
算
付
け
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

事
業
予
算
は
、
令
和
５
年
度
補
正

予
算
と
合
わ
せ
、そ
れ
ぞ
れ「
中
浦
第

２
工
区
地
区
（
１
期
、
２
期
）」
は
、

総
額
３
５
７
万
円
、「
上
中
山
地
区
は

（
１
期
、
２
期
）」
は
１
千
１
６
８
万

円
、「
佐
々
木
地
区
（
１
期
、
２
期
）」

は
７
０
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
３
地
区
と
も
、換
地
原
案
の

作
成
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
２
地
区
の
予
定
は
、
令
和
５
年
度
に
行
っ
た
地
形
図
作
成
業

務
の
繰
越
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
業
務
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
予
算
に
つ
い
て
は
、「
中
浦
第
１
工
区
地
区
」
３
５
０
万
円
、「
豊
浦
工

区
地
区
」
２
５
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
７
年
度
以
降
に
地
区
境
界
測
量
、

実
施
設
計
作
業
、換
地
作
業
を
行
い
、早
期
の
工
事
着
手
に
向
け
た
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

上中山地区 計画平面図

「中浦第１工区地区」「豊浦工区地区」
地形図作成業務 調査・測量 区域図

中浦第２工区地区 計画平面図
佐々木地区 計画平面図
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令
和
６
年
度
の
阿
賀
野
川

右
岸
１
期
地
区
「
奥
右
衛
門

川
排
水
路
」
は
、
事
業
予
算

（
令
和
５
年
度
補
正
予
算
）約

１
億
４
千
４
０
０
万
円
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
市
島
邸
脇

を
水
路
延
長
18
ｍ
の
施
工
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

同
地
区
「
万
十
郎
川
排

水
機
場
」
は
事
業
予
算
約

５
３
０
万
円
で
、
旧
佐
々
木

南
部
排
水
路
県
道
横
断
部
の

閉
塞
工
事
を
行
い
ま
す
。

阿
賀
野
川
右
岸
第
２
地
区

「
吹
切
川
排
水
路
」
は
、
事

業
予
算
（
令
和
５
年
補
正
予

算
、
令
和
６
年
予
算
）
約

１
億
２
千
９
０
０
万
円
で
、

市
道
金
鉢
村
中
線
・
境
橋
上

流
部
の
既
に
完
成
し
た
水
路

と
の
取
付
工
、
約
50
ｍ
の
施

工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
か
ん
が
い
排
水
事

業
の
予
算
が
厳
し
く
、
工
事

進
捗
が
大
幅
に
遅
れ
て
お
り

ま
す
が
、
早
期
の
完
成
へ
向

け
、
引
き
続
き
推
進
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

阿賀野川右岸地区 計画一般図

ＪＲ豊栄駅

ＪＲ水原駅

羽越本線

白新線

国道49号

国道460号

国

道

７

号

阿
賀
野
川

新井郷川排水機場

長浦岡方排水機場

大沼排水機場
内沼排水路

駒林川

日

本

海

東

北

自

動

車

塚田川

国道290号

福島潟承水路

旧小里川

福
島
潟

福島潟放水路

新

井

郷

吹切川

福島潟２号排水機場

放水路右岸排水機場

万十郎川排水路

関屋大川排水機場

旧小里川

万十郎川排水機場

奥右衛門川排水路

国営附帯県営かんがい排水事業と併せ行う農地防災排水事業新潟 一般

凡　例

受益面積

流域

排水路(第１地区)

排水機場(第１地区)

排水路(第２地区、第３地区)

排水機場(第２地区、第３地区)

排水路(国営事業)

排水機場(国営事業)

凡 例

令和４年度まで
令和５年度
令和５年度補正

令和７年度以降

令和６年度

塚田川 Ｌ＝１４１５ｍ

奥右衛門川排水路 Ｌ＝１９２５ｍ

万十郎川排水路 Ｌ＝３０８１ｍ

万十郎川排水機場 Ｎ＝　　１箇所

吹切川排水路 Ｌ＝１６８６ｍ

旧小里川排水路 Ｌ＝１５６３ｍ

関屋大川前排水機場 Ｎ＝　　１箇所

放水路右岸排水機場 Ｎ＝　　１箇所

福島潟２号排水機場 Ｎ＝　　１箇所

阿賀野川右岸第１地区(１期地区)＜H21採択＞

阿賀野川右岸第２地区　＜H24採択＞

阿賀野川右岸第３地区　＜H26採択予定＞

・R6排水路工 L=18m

・R6物件調査・用地測量1式

・R6排水路工 1式

・R6排水機場工 1式

吹切川排水路 ・R6排水路工 N=1式

・R6排水路工 N=1式

・R6排水機場工 N=1式

国営附帯県営かんがい排水事業と併せ行う 
農地防災排水事業

阿賀野川右岸１期地区・第２地区

奥右衛門川排水路万十郎川排水機場

市島邸市島邸

福島潟福島潟承水路承水路

万十郎川排水機場万十郎川排水機場

県道豊栄天王線

県道豊栄天王線

旧佐々木南部排水機場旧佐々木南部排水機場

旧柳曲排水機場旧柳曲排水機場

柳
曲

排
水

路

柳
曲

排
水

路

万十郎川排水路
万十郎川排水路

福島潟福島潟

改修済区間

改修済区間
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奥右衛門川排水路

万十郎川排水機場

吹切川排水路

福島潟福島潟

市島邸市島邸

万十郎川排水機場万十郎川排水機場

県道豊栄天王線

県道豊栄天王線

福島潟福島潟

鳥穴鳥穴

金鉢金鉢 県道豊栄天王線県道豊栄天王線

市道金鉢村中線·境橋
市道金鉢村中線·境橋

令和６年度工事予定  L＝18m令和６年度工事予定  L＝18m

令和６年度工事予定 田面復旧工
令和６年度工事予定 田面復旧工

令和６年度工事予定令和６年度工事予定
条件護岸工階段工条件護岸工階段工

令
和

６
年

度
工

事
予

定

令
和

６
年

度
工

事
予

定

佐
々

木
南

部
排

水
路

県
道

横
断

閉
塞

工

佐
々

木
南

部
排

水
路

県
道

横
断

閉
塞

工

令和６年度工事予定  L
＝50m

令和６年度工事予定  L
＝50m
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  豊豊浦浦郷郷地地区区  計計画画一一般般図図

一級河川芋卸川

太太 斎斎 地地 区区

53.4㏊㏊

小小 坂坂 地地 区区

125.3㏊㏊

水水管管理理改改良良施施設設（（中中浦浦工工区区））

549.1㏊㏊

水水管管理理改改良良施施設設（（豊豊浦浦工工区区））

318.4㏊㏊

本本田田中中央央管管理理

361.7㏊㏊

豊浦郷地区

一
級
河
川
松
岡
川

国国
営営
阿阿
賀賀
野野
川川

右右
岸岸
幹幹
線線
用用
水水
路路

受 益

計 画 施 設

高 速 道 路

国 道

河 川

鉄 道

国 営 用 水 路

県 営 用 水 路

凡　 　例

㉖

㉗

㉘

㉙

№ 計 画 施 設 名

① 豊 浦 郷 水 管 理 セ ン タ ー

② 中 浦 １ 工 区 第 １ 分 水 工

③ 中 浦 １ 工 区 第 ２ 分 水 工

④ 中 浦 １ 工 区 第 ３ 分 水 工

⑤ 中 浦 １ 工 区 第 ４ 分 水 工

⑥ 中 浦 １ 工 区 第 ５ 分 水 工

⑦ 中 浦 ２ 工 区 第 １ 分 水 工

⑧ 中 浦 ２ 工 区 第 ２ 分 水 工

⑨ 中 浦 ２ 工 区 第 ３ 分 水 工

⑩ 中 浦 ２ 工 区 第 ４ 分 水 工

⑪ 豊 浦 工 区 第 １ 揚 水 機 場

⑫ 豊 浦 工 区 第 ２ 揚 水 機 場

⑬ 豊 浦 工 区 第 ３ 揚 水 機 場

⑭ 豊 浦 工 区 第 ４ 揚 水 機 場

⑮ 豊 浦 郷 土 地 改 良 区

⑯ 新 江 頭 首 工

⑰ 大 伝 取 水 工

⑱ 中 浦 第 ２ 工 区 吞 口 工

⑲ 本 田 第 １ 揚 水 機 場

⑳ 本 田 第 ２ 揚 水 機 場

㉑ 本 田 第 ３ 揚 水 機 場

㉒ 小 坂 第 １ 揚 水 機 場

㉓ 小 坂 第 ２ 揚 水 機 場

㉔ 太 斎 地 区 揚 水 機 場

㉕ 中 浦 １ 工 区 第 ６ 分 水 工

㉖ 県 営 乙 見 江 取 水 工

㉗ 県 営 乙 見 江 第 １ 分 水 工

㉘ 県 営 乙 見 江 第 ２ 分 水 工

㉙ 県 営 乙 見 江 第 ３ 分 水 工

凡　 　例

県県営営乙乙見見江江地地区区

299.7㏊㏊

中中浦浦第第2工工区区幹幹線線パパイイププラライインン

受受益益面面積積 1,734.2ha

R06 長寿防災

水管理システム

子局 1式

区分 事業種目 番号 路線名
受益

（ha）
事業量

事業費
（千円）

農業生産基盤整備 農業用用排水施設整備 ①⑮ 中央管理所 2箇所

⑪⑫⑬⑭⑲⑳㉑㉒㉓㉔ 水管理施設(揚水機場) 10箇所
②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
⑯⑰⑱㉕㉖㉗㉘㉙

水管理施設(分水工) 17箇所
681,668

その他(測試・工雑) 1.0式 20,332
702,000計

1734.2

令和 4 年度まで
令和 5 年度実施
令和 6 年度実施
令和 7 年度以降

凡　 　例

県営かんがい排水事業　豊浦郷地区

現
在
、
管
内
の
揚
水
機
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
水
管
理
セ
ン
タ
ー
、
本
田
中
央
管
理
所
、
地

元
管
理
と
別
々
に
管
理
（
運
転
・
操
作
）
し
て
お
り
ま
す
が
、
中
央
管
理
シ
ス
テ
ム
の
老

朽
化
（
造
成
後
40
年
以
上
経
過
）
が
著
し
く
、
ま
た
、
電
子
部
品
の
調
達
が
経
年
の
た
め

製
造
中
止
で
修
理
不
能
な
ど
中
央
か
ら
の
操
作
が
出
来
な
い
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
老
朽
化
し
て
い
る
操
作
シ
ス
テ
ム
の
更
新
と
合
わ
せ
、
現
在
分
散
し
て
い
る

操
作
体
系
の
一
元

化
（
水
管
理
改
良

施
設
、
本
田
地

区
、
小
坂
地
区
、

太
斎
地
区
の
各
機

場
）
を
図
り
、
一

体
的
な
用
水
管
理

に
よ
る
作
業
効
率

の
向
上
と
経
費
軽

減
を
目
的
と
し

た
、「
県
営
か
ん
が

い
排
水
事
業
豊
浦

郷
地
区
」
が
令
和

２
年
度
に
事
業
採

択
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度

は
、
水
管
理
施
設

（
子
局
）N
＝
３
機

場
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

令和６年度 令和６年度 土地改良施設維持管理適正化事業土地改良施設維持管理適正化事業
定期的に行う必要のある施設の整備補修を行い定期的に行う必要のある施設の整備補修を行い
施設機能の維持と耐用年数の確保を図ります施設機能の維持と耐用年数の確保を図ります

■中浦第２工区第４揚水機場 �
・・事業費：7,800,000円
・・補修内容：�№1水中ポンプ取替�

（φ250mm×22kW×１台）

【緊急整備補修】
■豊浦工区第２揚水機場 �
・・事業費：11,000,000円
・・補修内容：�№3水中ポンプ取替�

（φ250mm×37kW×１台）
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新発田市多面的機能支払制度広域協定
農業・農村の有する多面的機 能の維持・発揮を図るために

令和６年度変更点について
新発田市多面的機能支払制度広域協定運営委員会では、令和６年度より下記のとおり変更いたします。

活動上限単価
令和６年度の活動上限単価について下記のとおり変更する

・・活動日当　【時間当たり単価を値上げ】
令和５年度　1,000円／時間	 　�令和６年度　1,200円／時間 

※日額9,300円以上支払いの場合は、別途源泉徴収事務が必要

・・肩掛け草刈り機・チェンソー　【日額単価（燃料・消耗品等込み）を実情に合わせ値上げ】
令和５年度　3,000円／日	 　令和６年度　4,000円／日

・・自走式草刈り機　【日額単価（燃料・消耗品等込み）を実情に合わせ値上げ】
令和５年度　8,500円／日	 　令和６年度　9,000円/日

・・機械運搬費　【農地保全活動に使用する機械の運搬について、コンバイントレーラーとセルフ（セーフティー）ローダーに分けて単価設定】
令和５年度（セルフ機械運搬）　5,000円/片道 
	 　令和６年度　5,000円／片道（トラクター牽引） 
	 　令和６年度　8,000円／片道（セルフ・トラック等）

◆◆機械の借上げについて（業者レンタルは実費計上可能）
機械名 単価（燃料費込み、刈刃等込み）

肩掛け草刈り機・チェーンソー 4,000円／日
軽トラック 5,000円／日
軽トラダンプ 6,000円／日
1tトラック 8,000円／日
2tトラック 10,000円／日
2tダンプ 11,000円／日
4tダンプ 16,000円／日
自走式草刈り機 9,000円／日
草刈り機付トラクター 31,000円／日
耕運機・バーナー・ポンプ・�
背負い噴霧器 3,000円／日

機械名 単価（燃料費込み、刈刃等込み）
フォークリフト 9,000円／日
トラクター 11,000円／日
ミニバックホー 11,000円／日
バックホー0.2㎥ 13,000円／日
ホイールローダ0.4㎥ 11,000円／日
コンプレッサー 4,000円／日
発電機1.6kVA 2,500円／日

セルフ（重機等運搬）
トラクター　5,000円／片道
トレーラー　8,000円／片道

※同等のトラックを含む
新潟県多面的機能支払制度研
修会車両借上 1,000円／片道

※上記にない借上げについては、随時ご相談ください。　※上記にない借上げ（PC等）を取決める場合は組織単価表を作成し記載してください。
※移動に伴うトラック、ダンプ等の借上げは支出不可となります。
※利用時間が１日に満たず、半日単価又は時間単位を用いる際は、機械借上領収書の備考欄にその旨を明記してください。
※実績報告のために使用台数がわかるように写真に収めてください！

業務委託（工事）における必要書類の変更
業務委託（工事）において、近年の工事価格（物価）の上昇を受け、工事対象金額による書類の添付を３段階

（30万円以下、30万円から130万円、130万円以上）で設定しているが、金額の設定を２段階（50万円以下、
50万円以上）へ変更し、あわせて、必要書類の添付の省略化を行う

繰越金（持越金）の取り扱いについて
従来より、事業計画期間（５年間）の終了年度における繰越金（持越金）については、使い切り（繰越金０
円）をお願いしてきたが、次期対策の初年度（令和７年度）においては、繰越金（持越金）が可能となる。な
お、毎年度の繰越金ではありません
ただし、実施年度の初年度の使用に限り、交付金額の３割かつ100万円以上の繰越金の場合は、必要書類の

提出が必要となります
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令和５年度 管内活動組織の収支状況

新発田市多面的機能支払制度広域協定
農業・農村の有する多面的機 能の維持・発揮を図るために

（単位：円）

※�令和６年度の各組織への交付額は、令和５年度と
同程度です。（長寿命化を除く）

活動組織名
R5収入額 R5支出額

繰越金
収入合計 交付額等 調整額 支出合計 日当 購入・リース費 外注費 その他

三悠乙見江地区農地保全会 14,007,473 16,007,473 -2,000,000 13,796,228 3,864,375 3,223,228 5,215,558 1,493,067 211,245

太斎地区農地保全会 4,214,791 2,830,286 1,384,505 4,214,791 649,500 614,415 2,482,574 468,302 0

小坂地区農地保全会 9,052,763 9,052,763 8,848,547 1,501,500 2,246,298 3,787,431 1,246,585 270,949

本田地区農地保全会 15,471,318 17,971,554 -2,500,236 15,200,619 1,859,500 769,928 11,807,047 764,144 270,699

佐々木川西江保全会 7,288,977 7,657,223 -368,246 7,021,238 2,451,500 1,954,769 2,091,995 522,974 267,739

佐々木地区環境保全協議会 30,669,198 31,298,908 -629,710 30,304,283 6,001,500 3,284,323 17,193,816 3,824,644 364,915

荒町下区農業保全会 1,406,609 1,306,943 99,666 1,406,309 178,000 241,300 817,486 169,523 300

戸板沢農地保全会 787,886 780,086 7,800 787,886 81,000 95,800 526,577 84,509 0

動木橋環境保全会 1,293,555 1,293,555 1,283,620 393,000 615,486 0 275,134 9,935

大伝本村農地保全会 484,960 482,414 2,546 484,960 127,500 174,900 64,680 117,880 0

中ノ目新田農地保全会 4,495,347 3,854,959 640,388 4,495,347 1,093,000 495,524 2,342,966 563,857 0

乙次農村環境保全隊 1,441,305 1,741,305 -300,000 1,424,576 408,000 348,180 369,840 298,556 16,729

吉浦農地保全会 1,934,235 1,934,235 1,872,396 387,500 707,313 497,580 280,003 61,839

大沢農地保全会 1,161,860 1,231,860 -70,000 1,146,979 370,000 422,475 176,078 178,426 14,881

竹俣万代保全会 1,704,094 1,265,054 439,040 1,704,094 250,500 57,600 1,238,500 157,494 0

加治万代農地保全会 2,134,820 2,134,820 2,063,100 129,500 162,250 1,561,720 209,630 71,720

万代農地保全会 662,937 842,937 -180,000 648,432 216,000 137,260 110,460 184,712 14,505

天王農地保全会 4,808,518 4,792,750 15,768 4,808,518 1,169,500 421,600 2,580,022 637,396 0

三ッ椡集落 3,802,310 3,902,310 -100,000 3,787,010 1,573,000 873,363 774,947 565,700 15,300

福島味菜苦楽部 2,971,328 2,745,149 226,179 2,971,328 1,071,000 515,665 841,191 543,472 0

乗廻農地管理組合 3,598,839 2,724,872 873,967 3,598,839 850,500 654,050 1,729,244 365,045 0

岡屋敷保全会 1,909,129 1,438,555 470,574 1,909,129 565,000 698,487 380,706 264,936 0

月岡環境保全組合 1,758,255 763,274 994,981 1,758,255 292,000 215,231 1,172,002 79,022 0

滝沢区地域資源保全会 2,913,185 2,313,185 600,000 2,856,459 909,000 938,064 605,000 404,395 56,726

六日町資源保全隊 912,113 793,355 118,758 912,113 101,000 601,192 115,382 94,539 0

大崎農地環境保全会 1,225,577 1,155,577 70,000 1,176,413 461,880 451,605 47,300 215,628 49,164

やわた農地保全会 2,653,306 2,232,066 421,240 2,652,526 416,000 1,147,395 581,272 507,859 780

八新保全管理チーム 610,764 587,675 23,089 610,764 51,000 386,417 84,126 89,221 0

法正橋農地保全会 1,676,037 1,256,346 419,691 1,676,037 253,000 554,700 754,774 113,563 0

松岡農地・水保全会 5,373,165 5,483,165 -110,000 5,352,603 1,897,500 1,969,683 818,761 666,659 20,562

荒川地区活動組織 5,081,144 5,311,144 -230,000 5,042,835 2,134,000 837,020 1,228,197 843,618 38,309

上中山農地保全会 2,527,442 2,847,442 -320,000 2,490,959 997,000 643,300 429,401 421,258 36,483

管内合計 140,033,240 140,033,240 0 138,240,460 32,703,255 26,458,821 62,426,633 16,651,751 1,792,780

支出割合
23.66% 19.14% 45.16% 12.05%

日当 購入・リース費 外注費 その他
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“こんな時には必ず届出をしてください”
・・農地中間管理事業により受委託をする場合
・・組合員が亡くなられたり、住所、組合員名を
変更する場合
・・農業者年金受給のため経営移譲する場合

・・農地を売買、交換、相続等する場合
・・農地の地目変更（畑、宅地等に転用）、分筆
又は合筆等、登記を変更した場合
・・農地を公共事業や電力会社等により用地買収
された場合

※土地改良区の台帳は、組合員からの異動届により変更されます。上記の手続きをしないと組合員資格、賦課令
書等の名義や面積が直らないまま処理されます。
※農業委員会や市役所（死亡届）への届出だけでは土地改良区の台帳は異動しません。

届出用紙は土地改良区にありますので、認印をご持参の上、提出をお願いいたします。

当土地改良区では、今までポンプ運転計画や断水
情報等、文書でお知らせしていましたが、情報伝達の
迅速化を図るため、ホームページ運用とあわせ、メー
ル配信も行うことといたしました。

農業用水の断水・通水や緊急工事情報など、営農
に直結する情報を早期に受け取ることができます。
なお、従来通り文書でのお知らせもいたします。

是非、この機会に登録をお願いいたします。

緊急情報メールの登録について

■登録方法 �
〈メール送信による登録方法〉
下記宛先に、必要事項を記入の上送信し登録を願います。

宛先：「mizukanri@tyugou.jp」
（エム･アイ･ズィー･ユー･ケイ･エイ･エヌ･アール･アイ・@･

ティー･ワイ･ユー・ジー･オウ･ユー･ドット･ジェイ･ピー ）
件名：「登録」と入力
内容：「氏名」を入力

メールが受信できない方へ
迷惑メール防止機能により当改良区からのメールが迷惑メールと間違えられ、受信画面に出てこない場合があります。
迷惑メールフォルダやゴミ箱に自動的に振り分けられている可能性がありますので、一度ご確認いただきますようお願いい
たします。また、各メールソフトにて【@tyugou.jp】を受信できるように設定をお願いいたします。
設定方法については各メールソフトのヘルプページなどをご確認ください。
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集
後
記

ホームページを活用ください
豊浦郷土地改良区では広報誌に加え、さらなる情報提供の場としてホームページを開設いたしております。

豊浦郷 検索ホームページ：https://www.toyouragou.jp/
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